自主企画セッション投稿票
注意点（下記についてご承諾ください。）

１．自主企画セッションの趣旨
□自主企画セッションは教育工学研究に関する外部研究費（科研費やJSTによる研究費などの公的外部研究費や財団による研究支援）による研究成果を公開することを目的としたものになっています。企業等からの共同研究費・研究委託金では本セッションを受け付けられません。
□本セッションは現在、研究期間中の研究費を対象としています。研究期間が終了したものは開催できません。

２．申し込み要件
□研究代表者1名につき申請できるのは1件です。また他の登壇者も1つのみ自主企画セッションにて登壇できます。
□研究代表者は日本教育工学会の会員でなければなりません。
□本セッションの開催について、研究分担者、登壇者、もしくは運営者全員から承諾を得てください。
□SIGから後援を受けても構いません。後援を受けた際は関連するSIG名をお書きください。

３．費用・非会員登壇者の参加費のお支払い
□本セッションの費用は１セッション2万円です。2026年2⽉28⽇（土）までに学会指定の口座までお振り込みください。
□自主企画セッションに企画者側（研究代表者、登壇者・運営者）として当日参加される方は、セッション費用と別に大会参加費をお支払いいただく必要があります。
□会員の方は、春季全国大会サイトの参加登録のページからお支払いください。
□非会員の方は、非会員カテゴリーの参加費を事前（2026年2⽉28⽇（土）まで）にお支払いください。お支払い方法は採択決定後にお知らせいたします。
□自主企画セッションをキャンセルされても、返金は致しかねます。

４．セッションの日時・内容
□本セッションの開催日時は2026年3月7日（土）12:35〜14:05（1日目；90分間）です。
□その枠内での内容にまとまりを持たせるようにしてください。「今日の続きは別のシンポジウム（一般セッション）で話します」といったことは避けてください。
□本セッションの書籍やソフトウェア等の販売などの商用利用は禁止いたします。
□自主企画セッションは、会員相互による情報発信・意見交換などを目的としたものであり、学会は全国大会期間中においてその会場と付帯設備を提供します。したがって、大会プログラムとしての自主企画セッションの運営及び会場提供・設備準備については本学会がその責務を負いますが、それぞれ企画されたセッションの企画、経理を含めた運営、著作権、肖像権などの知財関係について本学会はその責務を負いません。本企画に参加の際、注意点（例：撮影、撮影した動画の公開など）がありましたら、聴講者へその旨を説明し承諾を得るなどしてください。

５．採択
□本セッションについて、申込多数の場合は内容・研究費による研究成果などの観点から選択をさせていただくことがございます。あらかじめご了承ください（研究費の規模は採否基準に含めません）。

６．採択後の予稿集用原稿の提出
□本セッションの実施について採択された後は、発表申込のページから期日までに原稿の送信を行ってください。原稿のフォーマットは、一般研究発表にならいます。

□上記のことが守られない場合は本セッションの中止をすることがあります。

上記につきまして承諾いたします

年/月/日　　　　　　　　　　　　　　　　研究代表者氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本セッションにて公開する外部研究資金について
	研究代表者氏名
	

	所属・職名
	

	JSET会員番号
	

	本セッションに関連する外部研究費名、種目、区分（参照：科研費による区分）
	

	採択された研究課題名
	

	研究期間（西暦）
	

	申請書等に記載されている研究概要（300字以内）
	




本セッションにおける企画内容について
	企画タイプ
	□シンポジウム　□ワークショップ　□その他（　　　　　）

	企画タイトル
	

	企画概要（300字以内）
※本欄に記入いただいた内容は、全国大会講演論文集の自主企画セッションのページに掲載されます。
	

	聴講者が本企画に参加する際の条件・注意点など
	

	備考、企画委員への連絡事項など
	

	関連SIG
	SIGからの後援（有・無）→有りの場合、SIG名（　　　　　　　　　　　　）

	登壇者・運営者（本スペースにて足りない場合は本投稿票最終ページに追記してください）
	氏名
	所属・職名
	会員番号（非会員の方は「非会員」とお書きください）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	




プログラム内容（登壇者氏名、タイトル、発表時間、参加者が行う活動など可能な限り詳細にお書きください）＊例は削除してください
	内容
	所要時間
（全90分）

	（例1）
１．趣旨説明（工学太郎）
２．講演「・・・について」（教育次郎）
・・・
３．質疑応答


（例2）
１．趣旨説明（工学太郎）
２．開発システム「・・・」の紹介（教育次郎）
３．「・・・」の体験
４．グループディスカッション
　　開発システム「・・・」の良い点・改善点を議論し、グループディスカッション開始20分後から、各グループに発表してもらう
５．質疑応答
	
5分
30分
・・・
10分



5分
15分
20分
40分


10分




本研究費に関する代表的な研究成果（本セッションにて公開する研究成果を中心に）
	著者名
	タイトル
	論文誌・国際会議名、巻号、ページ、年
	査読有無

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



※登壇者・運営者情報
	登壇者・運営者（p.3にある枠数では足りない場合はこちらに追記してください）
	氏名
	所属・職名
	会員番号（非会員の方は「非会員」とお書きください）
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